
JP 2020-123588 A5 2021.4.1

10

20

30
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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月15日(2021.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオンバッテリー用の電極を製造する方法であって、
　導電性基材を、電着可能な組成物中に浸漬させることを含み、前記基材が、前記組成物
中に浸漬される前記電極および対電極を含む電気回路の前記電極として働き、電流が前記
電極間を通るときに、コーティングが、前記基材の少なくとも一部の上または一面に付着
され、
　前記電着可能な組成物が、
　（ａ）水性媒体と、
　（ｂ）アニオン性（メタ）アクリルポリマーであって、（ｉ）（メタ）アクリル酸モノ
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マーを含む（メタ）アクリルモノマーの混合物を重合することであって、ここで、前記（
メタ）アクリルポリマーを調製するのに使用されるモノマーの混合物の全重量に対して２
０から６０重量パーセントの量で、前記（メタ）アクリル酸モノマーが前記混合物中に存
在する、重合すること、および（ｉｉ）前記（メタ）アクリルポリマーを塩基で少なくと
も部分的に中和することにより調製されるアニオン性（メタ）アクリルポリマーと、
　（ｃ）（ｉ）リチウム含有粒子、および
　　　　（ｉｉ）導電性粒子
を含む固体粒子と
を含み、
ここで、前記組成物は、少なくとも４：１の固体粒子対アニオン性（メタ）アクリルポリ
マーの重量比を有する、
方法。
【請求項２】
　前記基材が、アルミニウム、鉄、銅、マンガン、ニッケル、これらの組合せ、および／
またはこれらの合金を含む箔である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アニオン性（メタ）アクリルポリマーが、有機溶液重合技法により調製される、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アニオン性（メタ）アクリルポリマーが、塩基で部分的に中和した後に水性媒体中
に分散され、そして分散物のｐＨは、７．０から９．０の範囲内である、請求項３に記載
の方法。
【請求項５】
　前記アニオン性（メタ）アクリルポリマーが、乳化重合技法により調製される、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記塩基としてアンモニアまたは水溶性アミンを添加することにより、前記エマルジョ
ンが、ｐＨが７．５から９．５の範囲のアルカリ性にされる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記（メタ）アクリル酸モノマーが、前記（メタ）アクリルモノマーの混合物の全重量
に対して少なくとも３０重量パーセントの量で、前記混合物中に存在する、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　前記（メタ）アクリルモノマーの混合物が、－２０℃またはそれ未満のＴｇを有するモ
ノマーを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記－２０℃またはそれ未満のＴｇを有するモノマーが、（メタ）アクリルモノマーの
全重量に対して少なくとも３０重量パーセントの量で、前記混合物中に存在する、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記－２０℃またはそれ未満のＴｇを有するモノマーが、アクリル酸２－エチルヘキシ
ルおよび／またはアクリル酸ブチルを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記リチウム含有粒子が、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＮｉＯ２、ＬｉＦｅＰＯ４、ＬｉＣｏＰ
Ｏ４、ＬｉＭｎＯ２、ＬｉＭｎ２Ｏ４、Ｌｉ（ＮｉＭｎＣｏ）Ｏ２、および／またはＬｉ
（ＮｉＣｏＡｌ）Ｏ２を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記リチウム含有粒子が、前記組成物中の固体の全重量に対して少なくとも５０重量パ
ーセントの量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記導電性粒子が導電性炭素粒子を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　導電性炭素粒子がカーボンブラックを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記組成物中のリチウム含有粒子対導電性粒子の相対重量比が少なくとも３：１である
、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記組成物が、少なくとも８：１の固体粒子対アニオン性（メタ）アクリルポリマーの
重量比を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記電着可能な組成物が、さらに、硬化剤を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　電着可能な組成物であって、
　（ａ）水性媒体と、
　（ｂ）アニオン性（メタ）アクリルポリマーであって、（ｉ）（メタ）アクリル酸モノ
マーを含む（メタ）アクリルモノマーの混合物を重合することであって、ここで、前記（
メタ）アクリルポリマーを調製するのに使用されるモノマーの混合物の全重量に対して２
０から６０重量パーセントの量で、前記（メタ）アクリル酸モノマーが前記混合物中に存
在する、重合すること、および（ｉｉ）前記（メタ）アクリルポリマーを塩基で少なくと
も部分的に中和することにより調製されるアニオン性（メタ）アクリルポリマーと、
　（ｃ）（ｉ）リチウム含有粒子、および
　　　　（ｉｉ）導電性粒子
を含む固体粒子と
を含み、
ここで、前記組成物は、少なくとも４：１の固体粒子対アニオン性（メタ）アクリルポリ
マーの重量比を有する、
組成物。
【請求項１９】
　前記重量比が少なくとも８：１である、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記（メタ）アクリル酸モノマーが、前記（メタ）アクリルモノマーの混合物の全重量
に対して少なくとも３０重量パーセントの量で、前記混合物中に存在する、請求項１８に
記載の組成物。
【請求項２１】
　前記（メタ）アクリルモノマーの混合物が、－２０℃またはそれ未満のＴｇを有するモ
ノマーを含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記－２０℃またはそれ未満のＴｇを有するモノマーが、（メタ）アクリルモノマーの
全重量に対して少なくとも３０重量パーセントの量で、前記混合物中に存在する、請求項
２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記－２０℃またはそれ未満のＴｇを有するモノマーが、アクリル酸２－エチルヘキシ
ルおよび／またはアクリル酸ブチルを含む、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記リチウム含有粒子が、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＮｉＯ２、ＬｉＦｅＰＯ４、ＬｉＣｏＰ
Ｏ４、ＬｉＭｎＯ２、ＬｉＭｎ２Ｏ４、Ｌｉ（ＮｉＭｎＣｏ）Ｏ２、および／またはＬｉ
（ＮｉＣｏＡｌ）Ｏ２を含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記リチウム含有粒子が、前記固体粒子の全重量に対して少なくとも５０重量パーセン
トの量で存在する、請求項１８に記載の組成物。
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【請求項２６】
　前記導電性粒子が導電性炭素粒子を含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記組成物中のリチウム含有粒子対導電性粒子の相対重量比が少なくとも３：１である
、請求項１８に記載の組成物。
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